
６
　
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

Λ
六
大
事
業
　
そ
の
六
Ｖ

新
し
い
横
浜
の
シ
ン
ボ
ル

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
計
画
は
、
昭
和
四
十
年
に
「
横
浜
の
都
市
づ
く
り
」
の

中
で
六
大
事
業
の
一
つ
と
し
て
打
出
さ
れ
た
。
横
浜
港
を
ひ
と
ま
た
ぎ

す
る
海
上
道
路
を
つ
く
り
、
み
な
と
ヨ
コ
ハ
マ
の
玄
関
に
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
夢
の
か
け
橋
を
渡
そ
う
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

戦
後
、
港
湾
の
整
備
は
輸
出
振
興
と
い
う
国
家
的
な
要
請
に
も
と
づ
い

て
、
山
下
ふ
頭
（
大
型
船
一
〇
バ
ー
ス
）
が
完
成
し
た
の
に
引
き
続
き
、

本
牧
ふ
頭
（
大
型
船
二
九
バ
ー
ス
）
が
完
成
ま
ぢ
か
で
あ
り
、
さ
ら
に

大
黒
町
地
先
に
は
新
し
く
大
黒
ふ
頭
（
大
型
船
二
五
バ
ー
ス
）
の
建
設

が
着
手
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
横
浜
は
、
戦
前
か
ら
京
浜
工
業
地
帯
の
一
翼
を
に
な
っ
て
き
た

が
、
戦
後
は
大
黒
町
地
先
埋
立
を
手
は
じ
め
に
、
根
岸
湾
海
面
埋
立

（
六
〇
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
お
よ
び
本
牧
ふ
頭
関
連
産
業
用
地
の
埋

立
（
三
四
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
お
こ
な
わ
れ
、
さ
ら

に
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
都
心
部
再
開
発
と
結
び
つ
け
た
金
沢
地
先

埋
立
計
画
（
六
六
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
水
際
線
は
公
共
ふ
頭
と
し
て
、
あ
る
い
は
臨
海
工

業
に
、
さ
ら
に
は
再
開
発
用
地
と
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
高
度
利
用
か

進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
開
発
地
帯
は
、
不
便
な
こ
と
に
横
浜
港
本
航
路
に
よ
っ
て
、

本
牧
方
面
と
大
黒
町
方
面
に
隔
て
ら
れ
、
つ
い
目
と
鼻
の
先
に
あ
り
な

が
ら
、
陸
上
連
絡
は
遠
ま
わ
り
を
し
、
か
つ
市
内
最
大
の
交
通
難
所
、

桜
木
町
―
高
島
町
―
横
浜
駅
前
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
計
画
は
こ
の
よ
う
な
不
便
を
解
決
す
る
た
め
に
、
本
牧

・
根
岸
・
金
沢
方
面
と
大
黒
町
・
鶴
見
方
面
と
を
短
か
く
結
ぶ
新
し
い

幹
線
道
路
と
し
て
、
本
牧
ふ
頭
か
ら
外
防
波
堤
に
そ
っ
て
横
浜
港
本
航

路
を
ひ
と
ま
た
ぎ
し
、
大
黒
ふ
頭
を
へ
て
大
黒
町
に
い
た
る
海
上
道
路

を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
ね
ら
い
は
、
こ
の
よ
う
に
臨
海
部
の
開
発
地
帯
か
ら
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り

発
生
す
る
交
通
の
需
要
に
対
処
し
て
、
港
湾
と
道
路
と
の
有
機
的
結
合

を
は
か
る
ば
か
り
で
な
く
、
通
過
交
通
を
処
理
し
て
既
成
市
街
地
の
交

通
混
雑
の
緩
和
に
寄
与
さ
せ
る
と
と
も
に
「
ミ
ナ
ト
・
ヨ
コ
ハ
マ
」
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
さ
ら
に
は
三
浦
方
面
へ
の
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
な

ど
、
多
目
的
に
意
図
さ
れ
て
い
る
。

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
計
画
は
、
当
初
は
主
と
し
て
港
湾
計
画
の
中
で
進
め
ら

れ
た
。

そ
の
こ
ろ
は
、
都
市
高
速
道
路
網
計
画
も
東
京
湾
湾
岸
道
路
計
画
も
ま

だ
具
体
化
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
と
は
切
り
離
さ
れ
た
形
で
、

本
牧
ふ
頭
と
大
黒
ふ
頭
を
へ
て
大
黒
町
に
い
た
る
区
間
、
延
長
約
七
・

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
容
量
四
車
線
の
規
模
の
有
料
道
路
と
し
て
計
画
が

進
め
ら
れ
、
交
通
量
調
査
・
ボ
ー
リ
ン
グ
・
概
略
設
計
・
地
震
に
た
い

す
る
解
析
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
他
の
六
大
事
業
に
く
ら
べ
て
も
早
い

テ
ン
ポ
で
事
業
化
へ
と
む
か
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
都
市
高
速
道
路
計
画
が
具
体
化
し
、
と
く
に
横
羽

線
の
山
下
橋
ま
で
の
延
伸
計
画
が
進
み
、
こ
れ
と
の
競
合
問
題
と
、
湾

岸
道
路
計
画
の
進
展
な
ど
の
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
こ
れ
と
の
関
係
に

お
い
て
計
画
を
再
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

す
な
わ
ち
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
強
力
な
幹
線
道
路
と
し
て
十
分
に
機
能

す
る
た
め
に
は
、
ほ
か
の
幹
線
道
路
と
と
も
に
網
を
形
づ
く
り
、
一
体

の
も
の
と
し
て
計
画
す
る
必
要
が
あ
る
。

京
葉
と
結
ぶ
湾
岸
道
路
ヘ

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
計
画
は
、
当
初
、
市
単
独
の
道
路
計
画
と
し
て
出
発
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
情
勢
の
変
化
か
ら
都
市
高
速
道
路
網
の
一

環
と
し
て
、
東
京
湾
湾
岸
道
路
の
一
部
を
形
づ
く
る
べ
く
計
画
の
再
検

討
を
進
め
て
い
る
。

東
京
湾
湾
岸
道
路
は
、
東
京
湾
環
状
道
路
と
も
い
わ
れ
、
広
域
的
見
地

に
た
っ
て
建
設
省
が
中
心
と
な
り
、
東
京
都
・
千
葉
県
・
神
奈
川
県
・

横
浜
市
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

湾
岸
道
路
計
画
の
ね
ら
い
は
、
東
京
湾
を
囲
む
東
京
・
干
葉
・
神
奈
川

の
港
湾
臨
海
工
業
地
帯
の
交
通
混
雑
の
緩
和
を
は
か
り
、
ま
た
羽
田
空

港
・
成
田
空
港
な
ど
と
の
連
絡
路
と
し
て
の
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
も
の

で
あ
る
。

ル
ー
ト
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
横
須
賀
の
走
水
付
近
か
ら

出
発
し
て
、
横
浜
ー
川
崎
ｌ
東
京
―
千
葉
ー
木
更
津
を
へ
て
富
津
に
い

た
る
東
京
湾
岸
沿
に
ぐ
る
り
と
め
ぐ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
湾
岸
道
路
」
延

長
約
一
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
二
つ
は
、
湾
口
部
に
お
い
て
三
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浦
半
島
と
房
総
半
島
を
連
結
す
る
海
上
延
長
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

「
湾
口
部
横
断
道
路
」
で
あ
り
、
三
つ
は
、
湾
央
部
に
お
い
て
対
岸
を

連
絡
す
る
海
上
延
長
約
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
川
崎
・
木
更
津
横
断

道
路
」
で
あ
る
。

湾
岸
道
路
を
利
用
す
る
交
通
は
、
沿
岸
の
ふ
頭
や
工
場
に
発
着
す
る
、

量
を
主
体
と
す
る
交
通
と
、
中
・
長
距
離
走
行
あ
る
い
は
ス
ピ
ー
ド
と

安
全
、
確
実
さ
を
要
求
す
る
、
質
を
主
体
と
す
る
交
通
に
分
か
れ
る
。

そ
こ
で
前
者
に
た
い
し
て
は
産
業
道
路
的
な
一
般
道
路
八
車
線
を
計
画

し
、
後
者
に
た
い
し
て
は
時
速
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
速
道
路
六

車
線
を
標
準
と
し
て
計
画
し
て
い
る
。

こ
れ
に
要
す
る
幅
員
は
全
部
を
平
面
に
す
る
と
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
な

り
、
高
速
道
路
を
高
架
に
し
た
場
合
で
も
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
要
し
、
こ

の
用
地
は
、
京
浜
・
京
葉
間
の
新
し
い
埋
立
計
画
の
あ
る
所
は
、
そ
の

な
か
で
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
確
保
す
る
計
画
で
あ
る
。

昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
は
首
都
高
速
道
路
公
団
に
よ
っ
て
、
東
京
大
井

ふ
頭
と
一
三
号
地
を
結
ぶ
東
京
港
第
一
航
路
の
下
に
延
長
二
・
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
着
手
さ
れ
て
い
る
。

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
計
画
は
湾
岸
道
路
の
一
環
と
し
て
再
出
発
し
、
現
在
、

交
通
量
の
予
測
・
車
線
数
な
ど
の
規
模
・
建
設
時
期
な
ど
の
調
査
・
検
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討
を
す
す
め
て
い
る
。

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
東
と
西
の
取
付
は
、
東
側
で
は
大
黒
ふ
頭
に
お
い
て

分
岐
し
、
一
つ
は
鶴
見
航
路
を
ま
た
い
で
扇
島
方
面
へ
の
湾
岸
道
路
と

な
り
、
も
う
一
つ
は
大
黒
町
を
へ
て
産
業
道
路
、
高
速
道
路
横
羽
線
、

一
五
号
国
道
、
一
号
国
道
へ
と
接
続
し
、
西
側
で
は
本
牧
ふ
頭
で
分
岐

し
、
一
つ
は
本
牧
産
業
道
路
を
へ
て
根
岸
・
杉
田
方
面
へ
の
湾
岸
道
路

と
な
り
、
も
う
一
つ
は
貯
木
場
付
近
を
へ
て
山
下
橋
に
お
い
て
高
速
道

路
横
羽
線
（
第
二
期
）
に
接
続
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。

用
地
問
題
は
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
な
い
し
湾
岸
道
路
が
で
き
る
か
ど
う
か

の
要
点
で
あ
り
、
本
牧
ふ
頭
産
業
関
連
用
地
内
で
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

道
路
が
完
成
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
大
部
分
埋
立
を
計
画
中
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
扇
島
埋
立
計
画
の
中
で
は
幅
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
大
黒
ふ

頭
埋
立
地
内
で
は
幅
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
金
沢
地
先
埋
立
計
画
の
中
で

は
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
湾
岸
道
路
用
地
を
土
地
利
用
の
中
で
計
画
し
て

い
る
。
し
か
し
根
岸
地
区
は
埋
立
当
時
、
湾
岸
道
路
計
画
が
な
か
っ
た

た
め
、
用
地
が
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
用
地
問
題
で
地
元
企
業
と

話
し
合
い
を
続
け
て
い
る
。
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の
都
市
づ
く
り

こ
れ
か
ら
の
課
題

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
計
画
は
、
そ
の
名
の
し
め
す
と
お
り
、
当
初
、
主
要
部

分
と
な
る
横
浜
港
本
航
路
を
ひ
と
ま
た
ぎ
す
る
「
夢
の
か
け
橋
」
と
し

て
企
画
さ
れ
出
発
し
た
の
で
あ
る
が
、
地
盤
が
き
わ
め
て
軟
弱
で
あ
る

こ
と
、
こ
れ
に
と
も
な
い
建
設
費
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
経
済
比
較

の
た
め
再
び
橋
と
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、
国
に
お
い
て
技
術
的
検
討
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

根
岸
地
区
既
成
埋
立
地
内
は
用
地
が
確
保
さ
れ
て
な
い
た
め
、
工
場
の

移
転
な
ど
に
よ
り
用
地
確
保
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
湾

岸
道
路
お
よ
び
そ
の
一
環
と
し
て
の
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
は
広
域
的
幹
線
道

路
で
あ
り
、
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
都
市
施
設
と
し
て
、
ル

ー
ト
の
都
市
計
画
決
定
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
現
在
準
備
中
で
あ

る
。

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
計
画
を
推
進
し
事
業
化
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
事
業
主

体
を
決
め
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る
。
当
初
は
横
浜
市
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
、
事
業
を
逐
行
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
湾
岸
道
路
の
一
環
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
が
国
家
的
広
域
的
事
業
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
、
事
業
主
体
に
つ
い
て
、
目
下
、
国
と
折
衝
中
で
あ
る
。
ベ
イ
ブ
リ

ッ
ジ
計
画
は
、
六
大
事
業
の
中
で
も
ス
タ
ー
ト
が
一
番
早
か
っ
た
が
、

途
中
、
情
勢
の
変
化
か
ら
計
画
の
再
検
討
と
な
り
、
一
番
遅
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
こ
の
遅
れ
を
取
り
も
ど
し
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
に

は
、
ま
ず
埋
立
計
画
を
先
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
は

五
十
年
を
目
途
に
進
め
て
い
る
。
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